










　小学 3 年生女子 17 名を 22 ヵ月間、6 年生を 10 ヵ月間歩行調査し、この期間の骨密度

増加量と体格、体力、運動量、尿中ホルモン増加量などの因子と比較検討した。小学 3年

生で骨密度増加量と関係が強かったのは身長の増加量、次に尿中エストラジオールの増加

量、体重の増加量であった。小学 6年生では骨密度の増加量は運動量と正の相関を示し、

尿中テストステロン、ピリジノリン増加量は負の相関を示した。
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